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1. スーパーカミオカンデについて



http://www-sk.icrr.u-tokyo.ac.jp/sk/index.html





2. 超新星爆発解析の現状の問題点
• 理論計算がSN1987Aのニュートリノデータに追い付いていない



ここまでしか物理解析ができない
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注：爆発後のみを取り
扱った計算もあるが、

不十分

数値計算の例
Suwa et al. (2016)

SN1987Aからの
ニュートリノイベント
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５のフェーズが100秒以上続き、
全エネルギーの半分以上を開放する。

https://ja.wikipedia.org/wiki/SN_1054
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4. 開発の現状
• 超新星爆発計算の統合フレームワーク

• 爆発の1次元シミュレーション
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物質のダイナミクス(流体力学)
重力

ニュートリノの発生、吸収

ニュートリノ反応率
状態方程式

シミュレーションの概略



次元 グリッド数

1D 256

2D 65,536

3D 16,777,216

１自由度当たり256グリッドに分けた場合の計算コストの比較

vs

3D1D

京で数ヶ月
デスクトップで数日 https://ja.wikipedia.org/wiki/京(スーパーコンピュータ)

http://pr.fujitsu.com/jp/

https://ja.wikipedia.org/wiki/
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• バウンスから158 msで爆発



ニュートリノルミノシティ

放出されたニュートリノエネルギーの割合
𝐸𝜈
tot(𝑡)

𝐸𝜈
tot(∞)

で規格化



5. まとめ
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SN1987Aからのニュートリノ


